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H15H15年自然再生推進法施行年自然再生推進法施行
多く 自然再 事業 開多く 自然再 事業 開

はじめにはじめに

多くの自然再生事業が開始多くの自然再生事業が開始
多摩川永田地区多摩川永田地区

H12H12～～H13H13に施工に施工
礫河原再生事業では本邦初礫河原再生事業では本邦初

その後全国で類似事業が実施その後全国で類似事業が実施
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その後全国で類似事業が実施その後全国で類似事業が実施
同地区はパイロット的な存在同地区はパイロット的な存在

多摩川の他の地区でも実施多摩川の他の地区でも実施
H22H22多摩川「永田橋下流地区」多摩川「永田橋下流地区」

多摩川多摩川

財団法人 リバーフロント整備センター

出典：京浜河川事務所HP
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多摩川中流域多摩川中流域

羽村取水堰

秋川

平井川

昭和用水堰

日野用水堰

四谷本宿床止

多摩川上流
水再生センター

八王子

21.6km

財団法人 リバーフロント整備センター

浅川

谷地川

大栗川

八王子
水再生センター

浅川水再生
センター

北多摩二号
水再生センター

大丸用水堰

多摩川中流域の変遷多摩川中流域の変遷

羽村取水堰

昭和昭和4949年年秋川

平井川

昭和用水堰

日野用水堰

四谷本宿床止

財団法人 リバーフロント整備センター

平成平成2020年年
浅川

谷地川

大栗川

大丸用水堰

拝島橋



第19回リバーフロント研究所報告会
（2011年9月2日開催）

多摩川中流域における礫河原
再生手法の検討（小川豪司）

http://www.rfc.or.jp/ 4

多摩川中流域の変遷多摩川中流域の変遷

126
52.8km

110

112

114

116

118

120

122

124

0 50 100 150 200 250 300 350 400

標
高
(m
)

1968.3

1981.3

2000.3

2008.2

HWL(2008.2)

財団法人 リバーフロント整備センター

0 50 100 150 200 250 300 350 400 
横断距離(m)

出典：多摩川の総合研究

（倉本2001）

永田地区永田地区

羽村取水堰

永田地区

秋川

平井川

昭和用水堰

日野用水堰

四谷本宿床止

永田地区

財団法人 リバーフロント整備センター

浅川

谷地川

大栗川

大丸用水堰



第19回リバーフロント研究所報告会
（2011年9月2日開催）

多摩川中流域における礫河原
再生手法の検討（小川豪司）

http://www.rfc.or.jp/ 5

永田地区における整備内容永田地区における整備内容

ハリエンジュ除去ハリエンジュ除去
高水敷掘削高水敷掘削
河原固有植物の緊急保全対策河原固有植物の緊急保全対策

礫敷設礫敷設
カワラノギクの播種カワラノギクの播種

財団法人 リバーフロント整備センター

土砂供給土砂供給

整備内容整備内容

5年に一回の
冠水頻度の高
さに掘削

平均年最大流量での冠水
頻度を持つように掘削

攪乱の頻度が高く

攪乱の頻度が高く
なるよう、低水敷と
同じ高さに掘削

礫を敷設後
カワラノギク
を播種

高水敷掘削高水敷掘削

ハリエンジュ除去ハリエンジュ除去

さに掘削 攪乱の頻度が高く
なるよう、低水敷と
同じ高さに掘削

周囲との
すりつけ範囲

を播種
礫を敷設

財団法人 リバーフロント整備センター

河原固有植物の河原固有植物の
緊急保全対策緊急保全対策
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小作取水堰 羽村大橋 永田地区
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羽村取水堰

羽村大橋 永田地区
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羽村大橋より上流を望む羽村大橋より上流を望む

（福島2009
及び2010）

礫河原再生事業の結果と礫河原再生事業の結果と
その効果その効果

事業前後における出水状況事業前後における出水状況

地形変化地形変化

財団法人 リバーフロント整備センター

陸域変化陸域変化
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事業前後における出水状況事業前後における出水状況
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地形変化（縦断）地形変化（縦断）

河床上昇

事業実施前
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事業実施前

事業実施約2年後
事業実施約5年後

（福島2009）
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地形変化（横断）地形変化（横断）
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陸域変化（植生）陸域変化（植生）
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出水（中） 出水（大）
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～Ｅ工区～Ｅ工区

（畠瀬・星野2010）
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陸域変化（カワラノギク）陸域変化（カワラノギク）

20062006 2010201020082008
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（カワラノギクプロジェクト未発表データとH20航空写真から作成）

：カワラノギク生育範囲：カワラノギク生育範囲

永田橋下流地区における礫河原再生永田橋下流地区における礫河原再生

礫河原候補地の選定礫河原候補地の選定礫河原候補地の選定礫河原候補地の選定

整備内容整備内容

工事実施後の状況工事実施後の状況

財団法人 リバーフロント整備センター

工事実施後の状況工事実施後の状況
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礫河原候補地の選定礫河原候補地の選定

礫 原 依存性が比較的高 カ礫 原 依存性が比較的高 カ礫河原への依存性が比較的高いカワラ礫河原への依存性が比較的高いカワラ
ノギクとカワラニガナのノギクとカワラニガナの22種に着目種に着目

両種いずれかの生育履歴がある箇所両種いずれかの生育履歴がある箇所

財団法人 リバーフロント整備センター

→→中流域で中流域で1212箇所の候補地を抽出箇所の候補地を抽出

礫河原候補地の選定礫河原候補地の選定

⑤宮下運動公園付近54 4km

③小作堰下流55.3km-55.8km

①河辺付近57.4km-58km

②圏央道付近
56 5km-57 1km

ｶﾜﾗﾉｷ゙ｸ及びｶﾜﾗﾆｶ゙ﾅのための候補地
ｶﾜﾗﾉｷ゙ｸのための候補地

⑦羽村大橋付近
52.8km-53.3km

⑤宮下運動公園付近54.4km56.5km 57.1km
④ｺﾞﾙﾌ場・運動場付近
54.6km-55.1km

⑥羽村堰付近
53.8km-54km
⑧永田橋下流
51.2km-51.6km
⑨秋川合流点
48.6km-49.1km ⑩関戸橋付近

34.4km-34.7km

ｶﾜﾗﾉｷｸのための候補地

中核となるｶﾜﾗﾉｷ゙ｸ生育地

ｶﾜﾗﾆｶ゙ﾅのための候補地

中核となるｶﾜﾗﾆｶ゙ﾅ生育地

財団法人 リバーフロント整備センター

34.4km 34.7km

⑪大栗川合流点
33.7km-34km

⑫二ヶ領
宿河原堰下流
21.8km-22.1km
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1212箇所の候補地をどう絞り込むか？箇所の候補地をどう絞り込むか？

１．近傍の群落から種子の供給が期待で１．近傍の群落から種子の供給が期待で
きるか？きるか？きるか？きるか？

近傍に群落が近傍に群落が
存在されているか？存在されているか？

生育履歴はあるか？生育履歴はあるか？

存在する存在する

存在しない存在しない

財団法人 リバーフロント整備センター

過去あり過去あり

○○ △△

生育履歴はあるか？生育履歴はあるか？

現在現在生育生育

－－

1212箇所の候補地をどう絞り込むか？箇所の候補地をどう絞り込むか？

２．生育数は減少していないか？２．生育数は減少していないか？

人工的に播種・管理されているか？人工的に播種・管理されているか？

現在生育しているか？現在生育しているか？

生育している生育している

生育していない生育していない

されていないされていない されているされている

財団法人 リバーフロント整備センター

ＹＥＳＹＥＳ

○○ －－

ＮＯＮＯ

生育数の減少がみられるか？生育数の減少がみられるか？

－－

されていないされていない されているされている
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1212箇所の候補地をどう絞り込むか？箇所の候補地をどう絞り込むか？

出水後 樹林地や草地が裸地出水後 樹林地や草地が裸地３．３．H19H19出水後、樹林地や草地が裸地に出水後、樹林地や草地が裸地に
変化したか？変化したか？
・裸地に変化・裸地に変化 →→ 「不適」「不適」
・変化なし・変化なし →→ 「適」「適」

財団法人 リバーフロント整備センター

「生態系保持空間」との関係や「市民等「生態系保持空間」との関係や「市民等
の意見」も判断材料とした。の意見」も判断材料とした。

礫河原候補地礫河原候補地

⑤宮下運動公園付近54 4km

③小作堰下流55.3km-55.8km

①河辺付近57.4km-58km

②圏央道付近
56 5km-57 1km

ｶﾜﾗﾉｷ゙ｸ及びｶﾜﾗﾆｶ゙ﾅのための候補地
ｶﾜﾗﾉｷ゙ｸのための候補地

⑦羽村大橋付近
52.8km-53.3km

⑤宮下運動公園付近54.4km56.5km 57.1km
④ｺﾞﾙﾌ場・運動場付近
54.6km-55.1km

⑥羽村堰付近
53.8km-54km
⑧永田橋下流
51.2km-51.6km
⑨秋川合流点
48.6km-49.1km ⑩関戸橋付近

34.4km-34.7km

ｶﾜﾗﾉｷｸのための候補地

中核となるｶﾜﾗﾉｷ゙ｸ生育地

ｶﾜﾗﾆｶ゙ﾅのための候補地

中核となるｶﾜﾗﾆｶ゙ﾅ生育地

財団法人 リバーフロント整備センター

34.4km 34.7km

⑪大栗川合流点
33.7km-34km

⑫二ヶ領
宿河原堰下流
21.8km-22.1km
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永田橋下流地区永田橋下流地区
S55S55 H17H17 H19H19

財団法人 リバーフロント整備センター

永田橋永田橋
下流地区下流地区

財団法人 リバーフロント整備センター
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永田橋下流地区永田橋下流地区

Ａ Ｂ
Ｃ Ｄ Ｅ

カワラノギク生育域

永田地区

カワラノギク
生育域拡大を期待

財団法人 リバーフロント整備センター

永田橋下流地区

カワラノギクの飛散距離カワラノギクの飛散距離

 

A工区 

財団法人 リバーフロント整備センター

（倉本2008）
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永田橋下流地区における整備内容永田橋下流地区における整備内容

Ａ Ｂ
Ｃ Ｄ Ｅ

永田地区

・樹木の伐採・抜根
・表土剥ぎ取り
・礫の敷設

Ｆ

・樹木の伐採・抜根
・高水敷掘削
・礫の敷設

財団法人 リバーフロント整備センター

永田橋下流地区
Ｇ

高水敷掘削のイメージ高水敷掘削のイメージ
自然の営力を活かして礫河原が更新・維持されること、自然の営力を活かして礫河原が更新・維持されること、
河原固有植物の生息・生育に適していること、を整備河原固有植物の生息・生育に適していること、を整備
方針とし、再生する礫河原の条件を設定する。方針とし、再生する礫河原の条件を設定する。

財団法人 リバーフロント整備センター
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高水敷掘削：掘削深高水敷掘削：掘削深
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財団法人 リバーフロント整備センター

水深（m）

永田地区の多くのカワラノギクは、永田地区の多くのカワラノギクは、
水深水深--0.25m0.25m～～2.00m2.00m（平均年最大流量（平均年最大流量
700m700m33/s/s流下時の水位からの水深）に生育流下時の水位からの水深）に生育

高水敷掘削：掘削深高水敷掘削：掘削深

財団法人 リバーフロント整備センター

掘削幅に関係なく掘削深掘削幅に関係なく掘削深1.5m1.5mとすると、とすると、
永田橋下流地区の主要な粒径である永田橋下流地区の主要な粒径である5cm5cm
前後の礫が移動することが推定された。前後の礫が移動することが推定された。
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高水敷掘削：掘削深高水敷掘削：掘削深

１．平均年最大流量流下時の水位を基準１．平均年最大流量流下時の水位を基準
にに1.5m1.5m以深を範囲に含むこと以深を範囲に含むこと

２．カワラノギクの生育する高さである２．カワラノギクの生育する高さである
水深水深--0.25m0.25m～～2.00m2.00mを含むことを含むこと

0.25m0.25m
2 002 00

財団法人 リバーフロント整備センター

2.00m2.00m

高水敷掘削：掘削勾配高水敷掘削：掘削勾配

１．永田地区に生育するカワラノギクの１．永田地区に生育するカワラノギクの
横断形状がおよそ横断形状がおよそ11：：26 326 3のためのため横断形状がおよそ横断形状がおよそ11：：26.326.3のため、のため、
掘削勾配を掘削勾配を11：：2525としたとした

財団法人 リバーフロント整備センター

11：：26.326.3
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高水敷掘削：掘削幅高水敷掘削：掘削幅

１．掘削深１．掘削深0.0m0.0m～～2.0m2.0m、掘削勾配、掘削勾配11：：2525
としたため 掘削幅をとしたため 掘削幅を50m50mとしたとしたとしたため、掘削幅をとしたため、掘削幅を50m50mとしたとした

財団法人 リバーフロント整備センター

掘削幅約50m

高水敷掘削：掘削範囲高水敷掘削：掘削範囲

１．１．19801980年頃礫河原が拡がっていた範囲年頃礫河原が拡がっていた範囲
を目安とするを目安とする

２．永田地区との連続性に配慮する２．永田地区との連続性に配慮する

過去の礫河原過去の礫河原

表土剥ぎ取り範囲表土剥ぎ取り範囲

財団法人 リバーフロント整備センター

過去の礫河原過去の礫河原

高水敷掘削範囲高水敷掘削範囲
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その他その他

１．ハリエンジュの伐採・伐根１．ハリエンジュの伐採・伐根
→→伐採木の一部を地域住民へ無償配布伐採木の一部を地域住民へ無償配布

２．表土剥ぎ取り２．表土剥ぎ取り
・伐採・伐根後の細かい根への対応・伐採・伐根後の細かい根への対応
・シードバンクを形成する外来植物へ・シードバンクを形成する外来植物へ
の対応の対応

→→地表から地表から30cm30cmを目安としたを目安とした

財団法人 リバーフロント整備センター

地表から地表から30cm30cmを目安としたを目安とした

３．礫の敷設３．礫の敷設
→→15cm15cm××10cm10cmの網目ｽｹﾙﾄﾝﾊﾞｹｯﾄを使用の網目ｽｹﾙﾄﾝﾊﾞｹｯﾄを使用
→→多摩川中流域の他事業から礫を補充多摩川中流域の他事業から礫を補充

事業前後の状況事業前後の状況

20092009年年1212月月2828日日

財団法人 リバーフロント整備センター

20112011年年44月月1313日日
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事業前後の状況事業前後の状況

20102010年年1010月月1414日日20102010年年88月月33日日

財団法人 リバーフロント整備センター

20112011年年44月月2525日日20112011年年66月月11日日

事業前後の状況事業前後の状況

20102010年年1212月月22日日20102010年年1010月月1414日日

財団法人 リバーフロント整備センター

20112011年年44月月1515日日20112011年年44月月2525日日
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財団法人 リバーフロント整備センター

ご静聴ありがとうございましたご静聴ありがとうございました


